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２
０
２
２
年
寅
の
年
今
年
も
よ
ろ
し

く
。
12
月
９
日
の
行
動
を
12
月
19
日

付
に
報
じ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ

れ
に
甘
え
て
、
新
年
早
々
の
『
太
鼓

台
』
紙
上
を
借
り
て
、
「
昨
年
最
後

の
９
の
日
の
行
動
」
報
告
を
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。
▼
今
に
も
雪
が
散
ら
つ

く
の
で
は
？
と
思
わ
れ
る
寒
風
の
中
、

９
日
を
上
回
っ
た
参
加
者
で
の
ス
タ

ン
デ
ィ
ン
グ
と
訴
え
と
な
り
ま
し
た
。
『
今
年
も

あ
と
２
週
間
。
大
阪
の
ビ
ル
火
災
で
25
人
の
死
者
。

オ
ミ
ク
ロ
ン
感
染
拡
大
の
予
兆
。
今
後
の
寒
気
と

大
雪
が
心
配
。
そ
れ
に
も
増
し
て
気
に
な
る
の
が

こ
れ
か
ら
の
日
本
』
と
始
め
て
…
。
『
台
湾
有
事

を
口
実
に
活
発
化
す
る
「
敵
基
地
攻
撃
能
力
保
有
」

と
改
憲
審
議
促
進
の
論
議
。
「
米
軍
戦
闘
機
が
10

機
行
っ
た
ら
日
本
も
１
機
一
緒
に
行
け
る
く
ら
い

で
な
い
と
同
盟
と
し
て
機
能
し
な
い
」
（
15
日
元

安
倍
首
相
の
講
演
）
。
「
他
国
の
領
域
に
お
い
て

移
動
式
ミ
サ
イ
ル
発
射
機
の
位
置
を
リ
ア
ル
に
把

握
…
地
下
に
隠
蔽
さ
れ
た
ミ
サ
イ
ル
基
地
の
正
確

な
位
置
を
把
握
…
制
空
権
を
一
時
的
に
確
保
し
…

ミ
サ
イ
ル
発
射
能
力
を
無
力
化
…
攻
撃
の
効
果
を

把
握
し
た
上
で
更
な
る
攻
撃
を
行
う
…
先
制
攻
撃

そ
の
も
の
で
は
な
い
か
（
岸
田
首
相
が
敵
基
地
攻

撃
の
為
に
必
要
な
パ
タ
ー
ン
の
一
つ
と
認
め
た
オ

ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
。
17
日
参
議
院
予
算
員
会
で
の
共

産
党
小
池
晃
議
員
へ
の
岸
田
首
相
答
弁
）
」
。
参

院
選
挙
投
票
と
合
わ
せ
て
改
憲
国
民
投
票
の
実
施

（
維
新
の
要
求
）
。
▼
い
か
に
国
民
を
危
険
な

『
戦
争
が
出
来
る
国
づ
く
り
』
の
道
に
引
き
入
れ

よ
う
と
し
て
い
る
か
が
分
か
る
。
「
民
主
香
川
」

が
多
く
の
県
民
の
発
言
、
政
治
参
加
の
場
に
な
る

こ
と
を
期
待
し
て
（
寒
さ
の
為
）
早
め
に
訴
え
・

ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
終
え
、
宣
伝
カ
ー
は
三
豊
市

地
域
巡
回
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
（
運
転
は
岩
本

国
治
氏
で
し
た
）
。

（
も
）

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
昨
年
の
総

選
挙
で
は
読
者
の
み
な
さ
ん
に
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

今
年
は
日
本
共
産
党
創
立
１
０
０
周
年
記
念
の
年
で
す
。

総
選
挙
で
は
日
本
共
産
党
と
し
て
は
じ
め
て
政
権
に
挑
戦
し

政
治
情
勢
は
新
し
い
局
面
へ
と
発
展
し
ま
し
た
。
そ
し
て
白

川
よ
う
子
さ
ん
を
国
会
へ
と
、
四
国
中
か
ら
幅
広
い
方
々
か

ら
応
援
を
い
た
だ
き
、
元
気
い
っ
ぱ
い
た
た
か
い
ま
し
た
。

戦
前
、
戦
後
と
党
の
苦
難
の
歴
史
を
思
え
ば
、
と
う
と
う
こ

こ
ま
で
き
た
か
と
い
う
思
い
と
、
先
達
の
志
を
受
け
継
ぐ
責

任
を
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

今
回
は
支
配
層
の
総
力
を
あ
げ
た
反
撃
に
よ
っ
て
、
思
う

よ
う
な
結
果
は
出
せ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
岸
田
内
閣
に
代
わ
っ

て
も
ゆ
き
づ
ま
り
を
打
開
す
る
力
は
ま
っ
た
く
で
て
き
ま
せ

ん
。
改
憲
だ
、
日
米
同
盟
強
化
だ
な
ど
と
、
旧
時
代
の
遺
物

に
し
が
み
つ
き
、
日
本
を
戦
争
の
危
険
に
さ
ら
す
な
ど
と
言

う
の
は
も
っ
て
の
ほ
か
で
す
。

私
た
ち
の
未
来
は
、
私
た
ち
の
手
で
た
た
か
い
と
る
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。
今
年
６
月
の
参
院
選
挙
は
、
何
倍
も
パ
ワ
ー

ア
ッ
プ
し
て
、
新
た
な
歴
史
の
一
歩
を
ひ
ら
い
て
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

ま
た
、
香
川
県
で
は
、
１
月
の
三
豊
市
議
選
挙
に
始
ま
り

４
月
の
綾
川
町
、
小
豆
島
町
、
ま
ん
の
う
町
で
の
町
議
選
挙

夏
に
は
県
知
事
選
挙
と
、
地
方
政
治
で
も
前
進
を
勝
ち
取
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

こ
の
た
び
来
夏
の
参
議
院
比
例
代
表
選
挙
に
立
候
補
を
決

意
致
し
ま
し
た
。

私
は
、
裁
判
で
も
国
会
で
も
、
公
害
や
戦
争
、
大
災
害
、

性
暴
力
や
派
遣
切
り
な
ど
被
害
者
の
皆
さ
ん
と
「
絶
対
あ
き

ら
め
な
い
」
と
力
を
合
わ
せ
る
と
と
も
に
、
前
回
僅
差
の
次

点
で
議
席
を
失
っ
て
か
ら
も
、
コ
ロ
ナ
か
ら
く
ら
し
を
守
り
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
実
現
す
る
た
め
に
頑
張
っ
て
き
ま
し
た
。

あ
な
た
は
ど
ん
な
日
本
に
し
た
い
で
す
か
？

み
ん
な
を
代
表
し
て
、
き
ち
ん
と
話
し
合
い
、
最
良
の
道

を
見
い
だ
す
―
そ
れ
が
本
来
の
国
会
で
す
。
コ
ロ
ナ
危
機
で

も
現
場
や
専
門
家
の
意
見
も
き
か
ず
、
ま
と
も
に
ひ
ら
か
な

い
。
私
は
そ
ん
な
国
会
を
変
え
、
安
心
で
き
る
く
ら
し
と
豊

か
な
ふ
る
さ
と
を
取
り
戻
し
た
い
。

い
ま
岸
田
政
権
は
日
本
を
「
戦
争
す
る
国
」
に
変
え
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。
真
正
面
か
ら
立
ち
向
か
い
、
憲
法
が
生
き

る
日
本
を
つ
く
り
ま
す
。

参
院
比
例
は
「
全
国
が
一
つ
」
、
５
０
人
を
選
ぶ
選
挙
で

す
。
私
を
含
む
共
産
党
の
５
議
席
絶
対
確
保
の
先
頭
に
立
ち

な
ん
と
し
て
も
勝
ち
ぬ
き
ま
す
。

も
う
一
度
、
私
を
国
会
で
働
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

謹
賀
新
年

二
〇
二
二
年
元
旦

民
主
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新
た
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史
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い
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原
発
の
廃
炉
を
求
め
る
金
曜

行
動
は
17
日
、
24
日
と
四
国
電

力
本
店
前
で
取
り
組
ま
れ
、

「
原
発
近
く
に
活
断
層
」
「
フ

ク
シ
マ
の
現
状
を
忘
れ
た
の
か
。

四
国
電
力
は
、
フ
ク
シ
マ
の
過

ち
を
繰
り
返
す
の
か
」
な
ど
、

思
い
を
リ
レ
ー
ト
ー
ク
し
ま
し

た
。
急
速
に
冬
型
が
強
ま
り
強

風
が
吹
く
と
き
も
あ
り
ま
し
た

が
、
参
加
者
は
廃
炉
へ
の
思
い

を
口
に
し
ま
し
た
。

31
日
の
大

晦
日
も
取
り

組
み
を
行
い
、

１
月
は
、
７
、

14
、
21
、
28

日
の
各
金
曜

日
に
取
り
組

ま
れ
る
予
定
で
す
。
伊
方
原
発

３
号
機
は
、
12
月
に
再
稼
働
さ

れ
、
脱
原
発
ア
ク
シ
ョ
ン
な
ど

は
抗
議
文
を
四
国
電
力
に
手
渡

し
て
い
ま
し
た
。

三
豊
市
議
選
は
今
月
23
日
告

示
、
30
日
投
票
で
行
わ
れ
ま
す
。

定
数
は
22
。
日
本
共
産
党
は
岩

田
ひ
で
き
氏
が
町
会
議
員
も
含

め
て
６
期
目
に
挑
戦
し
ま
す
。

岩
田
氏
は
、
市
独
自
の
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
の
拡
充
と
国
民
健
康
保

険
税
の
引
き
下

げ
、
高
校
生
ま

で
の
医
療
費
無

料
化
と
小
中
学

校
の
給
食
費
の
無
償
化
、
学
校

や
幼
稚
園
な
ど
を
統
廃
合
さ
せ

な
い
、
移
動
手
段
の
確
保
、
利

用
し
や
す
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

バ
ス
の
運
行
。
特
定
団
体
へ
の

補
助
金
と
な
る
同
和
行
政
の
終

結
な
ど
を
公
約
に
頑
張
り
ま
す
。

こ
の
間
も
、
昨
年
末
大
流
行

し
た
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策

を
、
党
県
議
団
国
会
議
員
団
と

と
も
に
実
現
。
他
会
派
と
共
同

で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
善

通
寺
市
へ
の
運
行
拡
充
、
小
中

学
校
で
の
特
別
教
室
へ
の
エ
ア

コ
ン
設
置
、
全
ク
ラ
ス
35
人
以

下
学
級
化
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

助
成
制
度
の
提
案
。
18
年
度
に

は
２
０
０
０
万
円
の
補
正
予
算

の
実
現
な
ど
を
さ
せ
て
き
ま
し

た
。岩

田
氏
は
「
コ
ロ
ナ
禍
の
こ

れ
か
ら
も
、
医
療
、
福
祉
、
教

育
の
守
り
手
と
し
て
『
い
つ
ま

で
も
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
』

を
目
指
し
て
市
民
の
声
が
市
政

に
反
映
さ
れ
る
よ
う
全
力
で
頑

張
る
」
と
決
意
し
て
い
ま
す
。

阪
神
・
淡
路
大
震
災
も
遠
く
な
り
、

東
日
本
大
震
災
す
で
に
十
年
。
「
災

害
は
忘
れ
ら
れ
た
頃
来
る
」
と
は
高

知
出
身
の
寺
田
寅
彦
博
士
で
す
が
、

今
で
は
忘
れ
ぬ
内
に
次
々
。
昭
和
21

（
１
９
４
６
）
年
12
月
21
日
午
前
４

時
19
分
?
南
海
地
震
を
記
憶
す
る
方

も
今
や
少
数
派
で
す
が
、
香
川
で
津

波
の
死
者
52
人
。

近
年
の
遺
跡
調
査
で
全
国
各
地
の

地
震
跡
の
発
見
例
が
蓄
積
さ
れ
、
高

松
市
内
の
遺
跡
で
も
多
数
確
認
。

高
松
最
初
、
そ
し
て
香
川
は
も
と

よ
り
四
国
最
初
の
発
見
が
、
木
太
町

の
大
池
堤
防
か
ら
南
約
30
㍍
、
林
町

一
九
四
一
番
地
の
水
田
面
下
約
一
㍍

で
地
震
で
噴
き
上
っ
た
砂
の
跡
で
し

た
。
阪
神
大
震
災
で
ポ
ー
ト
・
ア
イ

ラ
ン
ド
の
埋
立
地
で
起
っ
た
の
と
同

じ
現
象
。
水
分
を
含
ん
だ
砂
利
の
層

が
地
震
の
揺
れ
で
泥
水
の
よ
う
に
な

る
「
液
状
化
」
現
象
を
起
こ
し
、
地

震
で
出
来
た
地
割
れ
を
伝
っ
て
噴
水

の
よ
う
に
地
上
に
噴
出
し
ま
す
。

こ
こ
林
の
場
合
は
、
地
表
下
部
約

一
㍍
、
約
千
八
百
年
前
・
弥
生
時
代

後
期
の
、
畳
で
隠
れ
る
程
の
田
圃
の

表
面
で
し
た
。
あ
ち
こ
ち
に
幅
三
～

四
㌢
、
長
さ
二
～
三
㌢
の
、
ヘ
ビ
が

這
い
ま
わ
っ
た
跡
の
よ
う
な
灰
色
の

砂
の
筋
目
が

出
て
き
ま
し

た
。
三
～
四

㌢
幅
の
砂
は
、

そ
こ
か
ら
さ

ら
に
下
部
一

㍍
の
厚
さ
の

粘
土
の
層
を
断
ち
割
っ
て
噴
き
出
し

た
跡
で
し
た
。
噴
出
し
た
砂
?
噴
砂

（
ふ
ん
さ
）
と
名
づ
け
ら
れ
た
こ
の

砂
の
裂
け
目
は
、
東
西
方
向
に
走
っ

て
さ
ら
に
一
㍍
も
あ
る
粘
土
の
層
を

破
り
、
幅
三
～
四
㌢
で
噴
き
上
っ
て

い
ま
す
。
原
因
は
、
土
佐
沖
で
起
っ

て
南
の
方
角
か
ら
揺
れ
て
来
た
、
マ

グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
で
７
以
上
の
地
震
で
、

弥
生
時
代
後
期
頃
の
南
海
地
震
の
跡

と
判
断
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
63
年
度

の
事
で
す
。
こ
の
判
定
は
、
伏
石
町

生
れ
で
理
学
博
士
、
通
産
省
地
質
調

査
所
・
寒
川
旭
（
あ
き
ら
）
研
究
官
。

寒
川
さ
ん
は
、
そ
れ
ま
で
全
国
の

地
震
の
活
断
層
（
か
つ
だ
ん
そ
う
）

な
ど
を
研
究
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

古
墳
が
地
震
の
活
断
層
で
断
ち
切
ら

れ
る
例
が
あ
る
事
か
ら
、
こ
の
年
、

地
震
と
考
古
学
の
発
掘
調
査
を
結
び

つ
け
た
「
地
震
考
古
学
」
と
い
う
新

し
い
学
問
の
分
野
を
提
唱
し
始
め
ら

れ
た
と
こ
ろ
で
し

た
。こ

の
時
に
手
ほ

ど
き
し
て
頂
い
た

の
で
、
そ
の
後
の

高
松
市
の
遺
跡
調

査
は
ヘ
ビ
が
這
っ

た
よ
う
な
砂
の
跡

が
出
る
都
度
、
地
下
の
砂
層
が
地
震

で
噴
出
し
た
も
の
か
、
注
意
し
て
発

掘
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

高
松
市
多
肥
下
町
凹
原
（
ひ
っ
こ

ん
ば
ら
）
遺
跡
で
、
弥
生
時
代
中
期

の
竪
穴
式
住
居
の
床
（
ゆ
か
）
と
、

そ
こ
へ
倒
れ
こ
ん
だ
焼
け
垂
木
の
木

炭
を
引
裂
い
て
い
る
、
幅
五
ミ
リ
ほ

ど
、
江
戸
時
代
に
起
っ
た
地
震
の
跡

の
例
や
、
木
太
町
～
新
田
町
へ
伸
び

る
室
町
・
新
田
線
の
道
路
用
地
で
、

幅
約
一
〇
㌢
、
江
戸
時
代
中
頃
の
大

地
震
の
噴
砂
跡
も
確
認
。

桜
井
高
校
の
近
く
で
は
、
弥
生
時

代
初
め
頃
の
地
震
で
、
砂
と
共
に
直

径
一
〇
㌢
以
上
も
あ
る
石
を
噴
き
上

げ
、
日
本
で
二
番
目
に
強
烈
と
い
う

噴
礫
（
ふ
ん
れ
き
）
も
出
土
。

南
海
地
震
に
し
て
は
震
源
地
か
ら

遠
く
、
こ
れ
ほ
ど
強
い
揺
れ
は
伝
わ

ら
な
い
の
で
、
恐
ら
く
長
尾
断
層
か
、

四
国
山
脈
を
通
る
中
央
構
造
線
が
動

い
た
時
の
激
し
い
地
震
に
よ
る
か
と

見
ら
れ
て
い
ま
す
。

南
海
地
震
は
約
一
二
万
年
前
か
ら

始
ま
っ
て
い
る
ら
し
く
、
こ
の
二
千

年
間
に
百
年
か
百
五
十
年
間
隔
で
確

実
に
起
っ
て
い
ま
す
。
昭
和
南
海
地

震
か
ら
七
十
余
年
た
っ
た
現
在
、
四

国
地
方
は
あ
と
二
～
三
十
年
内

の
、
次
の
南
海
地
震
へ
一
歩
々
々

近
づ
く
時
代
に
さ
し
か
か
っ
て

い
ま
す
。

噴
砂
＝
土
層
断
面
図

高
松
市
春
日
町
。
川
南
・
西
遺

跡
例

原
発
廃
炉
！
年
末
年
始
も
行
動

三
豊
市
議
選
が
今
月
23
日
告
示

高
松
東
バ
イ
パ
ス
沿
い
の
遺
跡
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林
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遺
跡
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地
震
と
考
古
学

末
光

甲
正


